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【日時】平成２６年２月８日（土）（風雪）１４：００～１６：００【場所】三島本町タワー４Ｆ 

【参加者】８名 （三島）佐藤、（のびっこ）石井、渡辺、（伊豆の国市）久木野、（ＳＩＲ）古橋、

（たぶんかどんぐり）山田、（沼津）相田、虎谷 （以上敬称略） 

 

◎SIR 主催研修会「やってみよう！日本語ボランティア－対話活動のヒントとコツ－」の紹介 

2013 年 9～11 月に全 7回開催。内容は対話型日本語支援。概要について説明した。 

 

◎お知らせ 

SOFA でネイティブの英会話講師を急募。心当たりのある方は SOFA 事務局または裾野の佐野さ

んにご連絡ください。 

 

◎各教室の活動報告 

○SIR 

・ 東部で対話型日本語支援の研修を開催した。磐田市での実績があり、内容に不安はあまり無

かったが、受講者が集まるか危惧していた。結果的にはしっかり集まった。 

・ 企業と連携した日本語教室を６ヶ所で行っている（御殿場、焼津２、磐田、湖西２）。日本語

支援といっても、その周りをとりまく環境が整わないとうまくいかないことを痛感した。 

・ 外国人を受け入れる企業側も、もっと関心を持って変わって欲しい。企業向けの研修も今後

行っていく予定。 

 

○ 伊豆の国市 

・ 「日本語話そう会」では従来どおり、学習することに限らず、さまざまな話題を話して楽し

むことを趣旨として活動している。現在来ている学習者は、ベトナム、インドネシア、フィ

リピン、マレーシア、中国の方が多い。入れ替わりが多く 1 年続く人はあまりいない。函南

などから無料と聞きつけて来る方もいる。時々生活に関する難しい相談をされることもあり、

対応しきれないこともある。 

・ ALT の方が子供向け英語教室を開いている。 

 

○ のびっこクラブみしま 

・ 現在来ているのは主に南米、スペイン、フィリピンの児童で毎回 10名前後。 

・ 小さい頃来日した子どもたちが成長し中学生の外国人生徒が増えている。外国人児童の対応

について中学校の先生が困惑している様子。入学説明会でも日本人向けに話すのみなので、

外国人はあらためて相談員に聞くしかない状態である。 

・ 制服、体操着、かばん、柔道着などの費用が高く負担であるため、探してあげることがある。 

・ 日大アモールがジモット（コミュニティカフェ）で、子どもたちと新年会を行った。地域の

人が集うコミュニティカフェでの開催は、アモールやのびっこの周知にもつながった。北小

が使えない時は、勉強会でも使っている。 

・ やしの実の会が、フィリピン台風支援募金の報告会をジモットで行った。のびっこでも募金

の呼びかけをしました。ありがとうございました。 



 

○ 三島「三島日本語サークル」 

・ 年 4回講師が集まる「サロン」で勉強会や確認事項の共有などを行っている。 

・ 楽しんで学ぶ「おしゃべり会」や「スピーチ発表会」を年 1回行っている。 

・ 講師と生徒のマッチングが相変わらず難しく、せっかく入会しても活動できない人がいる。 

・ 全体的に、活動メンバーが固定化しているので、他の人も動きやすい体制にしたい。役職を

持った人の負担軽減とサークルの継続的な活性化のために、新規入会者を中心にサポート体

制を順次確立し、サークルをより活性化させたい。 

 

○沼津「日本語を語る会」 

・ 学習者数は毎回 30名前後。新規入会者（学習者）に継続してもらうための対話活動を継続し

て行っているが、さらに工夫が必要と感じている。自由会話グループの改善活動を始めた。

背景としてトピックがマンネリ化していて、学習者が学べない、楽しめない状況になってい

ることがある。対策を考えている。対話型活動の研修でいただいたアイデアを生かそうと思

っている。 

・ 毎度のことながら 2年ごとの役員選出に苦労している。 

・ スピーチコンテストでドタキャンが少し多かった。連絡が取れず苦慮した。 

・ 学習者の子どもが多くなった。収拾がつかないときがあり、親もあまり注意しないので、対

応に困っている。他の人の迷惑を考えて限度が必要だと思うが、うまく線引きするなりでき

ていない。似た事例ありますか？ 

 

○ 沼津「親子にほんごひろば」 

・ 昨年度の 3会場体制から２会場へ減らし、今沢と第 5地区センターにした。 

・ 第 5 地区センターは学習者が 0 人のこともあり悩みが深い。広報を市役所担当課と協力して

うまくできればと思っているが、良い策が無い。 

 

◎教室活動支援ツールの紹介 

浜松「たぶんかどんぐり」の山田さんが、iPad 用のアプリ「たぶんかたんばりん」について、操

作方法とコンテンツ（毎回の教室の活動概要、時間配分、Can-Do、振り返り、教材、・・）の説明

をしてくださった。対話型活動に限らず様々な情報の管理に対応している。 

おかげで情報を整理することの重要さなどを感じることができた。運用に当たっての課題と感じ

ることを意見させていただいた。 

http://tabunkadonguri.sitemix.jp/tambourine 

 

◎その他 

・ 一般に学校開放について前向きに考えられるようになったと思われているが、実は教頭先生

の裁量で対応するしかないというのが現状？ 

・ 当番決め用のアプリないですか？メンバーの当番希望日などの条件を設定することで、自動

で当番表をはじき出してくれるようなソフトがあると良い。 

                                    －以上－ 


